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ささえりあ三和は熊本市の委託を受け、「城山・高橋・池上」校区にお住まいの方々を担当しています。 

福祉用具の貸与・販売選択制スタート！ 

 2024 年（R6）度の介護保険法の改正で、介護認定をお持ちの方は福祉用具の貸与（レンタル）か販

売（購入）を選択できるようになりました。今回の福祉用具選択制が導入された背景には、介護保険制

度の持続可能性、利用者の負担軽減の目的があります。福祉用具レンタルサービスを長期間利用するよ

りも、購入する方が自己負担額が少なくなると過去のデータで分析されています。介護保険サービスの

利用が減少することで、国の介護保険の財源逼迫を抑え介護保険制度の持続が可能となります。 

令和６年度 

介護保険法改正 

貸与と販売の選択性が導入される福祉用具 

    

固定用スロープ 歩行器 単点杖 多点杖 

右の福祉用

具は対象外で

す！ 

   

 

可搬型（持ち運びできる） 

スロープ 
車輪・キャスター付き

歩行車 
松葉杖 

 貸与と

購入で、こ

んな違い

があるん

だ！ 

貸与と販売のメリット・デメリット 

貸与 販売 

メリット 

・定期点検で、必

要時に無料で部品

や本体の交換が可

能 

・身体状態に合わ

せて福祉用具の変

更が可能 

デメリット 

・新品が使えない

（基本的に中古品

を使用） 

・長期間の貸与に

なると、販売より

も自己負担額が大

きくなる 

メリット デメリット 

・自分の所有物と

なり「借りている」

ことへの抵抗感が

なくなる 

・長期利用する場

合、経済的な負担

が少ない 

・福祉用具の種

類の変更ができ

ない 

・異常や不具合

があった場合、修

理費用が発生 

 

 

 福祉用具の利用期間の見通し、貸与・販売のメリット・デメリットを確認した上で、担

当ケアマネジャーと相談していきましょう。 

 


